
空挺降下訓練始め研修

当
日
は
、
朝
７
時
に
横
浜
駅
西
口
に
集
合
し
、
寒
い
中
で
は

空
挺
団
降
下
訓
練
始
め
研
修
を
支
援
し
た
。

１
月
１
１
日
（
日
）、
自
衛
隊
神
奈
川
援
護
懇
話
会
実
施
の
第
１

あ
っ
た
が
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
研
修
を
非
常
に
待
ち
望
ん
で
い

た
援
護
懇
話
会
員
等
４
４
名
が
参
加
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
自
衛
隊
の
訓
練
見
学
が
初
め
て
の
方
も

多
く
、「
自
衛
隊
の
訓
練
を
間
近
に
研
修
で
き
る
の
で
、
凄
く
楽

し
み
に
し
て
き
た
」、「
普
段
、
見
ら
れ
な
い
降
下
訓
練
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
等
を
記
録
と
記
憶
に
残
し
た
い
」
等
と
移
動
中
か
ら
早

現
地
へ
到
着
す
る
と
演
習
場
の
広
さ
に
仰
天
し
た
よ
う
で
あ

っ
た
が
、
バ
ス
か
ら
降
り
る
な
り
颯
爽
と
研
修
場
所
へ
向
か
っ

て
い
た
。

先
ず
ヘ
リ
コ
プ
タ
の
登
場
で
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
続
い
て
、

隊
員
の
落
下
傘
降
下
に
至
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
の
歓
声
が
大
歓

声
の
渦
へ
変
わ
り
熱
気
と
興
奮
で
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
様
子
で

あ
っ
た
。

訓
練
終
了
後
、「
落
下
傘
の
人
達
が
整
然
と
降
下
し
て
き
て
感

動
し
た
」、「
た
く
さ
ん
の
自
衛
隊
装
備
品
を
間
近
に
拝
見
出
来

て
凄
く
よ
か
っ
た
」、「
退
職
自
衛
官
を
益
々
採
用
し
た
く
な
っ

陸・海・空３自衛隊において「総合的な学習の時間」

た
」
と
研
修
参
加
者
も
大
変
満
足
し
て
い
た
。

く
も
期
待
と
熱
気
に
溢
れ
て
い
た
。

横須賀教育隊での結索体験

・
空
３
自
衛
隊
に
お
い
て
、
川
崎
市
麻
生
区
長
沢
中
学
校
（
生

日
間
に
わ
た
り
、
武
山
駐
屯
地
（
基
地
）
に
所
在
す
る
陸
・
海

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

髙
田　

充
１
海
佐
）
は
、

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
溝
の
口
募
集
案
内
所
（
所
長　

上
野

３
陸
尉
）
は
、
１
月
１
５
日
（
木
）
及
び
１
６
日
（
金
）
の
２

徒
２
０
名
）
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
支
援
し
た
。

１
５
日
は
、
東
部
方
面
混
成
団
（
陸
自
）
に
お
い
て
、
居
住

区
の
見
学
や
基
本
教
練
を
体
験
し
、
第
１
高
射
群
第
２
高
射
隊

（
航
自
）
で
は
、
軽
装
甲
機
動
車
な
ど
の
装
備
品
を
見
学
し
た
。

１
６
日
は
、
横
須
賀
教
育
隊
（
海
自
）
で
結
索
体
験
な
ど
が
行

わ
れ
、
陸
・
海
・
空
の
日
頃
の
訓
練
な
ど
を
体
験
し
た
。
参
加

溝
の
口
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
積
極
的
に
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
支
援
し
、
募
集
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

募
集
基
盤
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

し
た
生
徒
か
ら
は
、「
自
衛
隊
に
対
し
一
層
深
く
興
味
を
持
っ

川崎市麻生区長沢中学校

（援護懇話会の部隊研修を支援）
神
奈
川
地
本
は
、「
今
後
も
援
護
懇
話
会
を
支
援
し
、
自
衛
隊

に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
退
職
自
衛
官
の
雇
用
拡

大
に
繋
が
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。


